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ま
た
、
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、

色
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
や
地
図
彩
色
の
法
期

な
ど
も
説
明
さ
れ
て
い
る
（
第
十
章
）
。
さ
ら
に
、

色
覚
障
害
者
に
も
分
か
る
地
図
表
現
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
（
残
念
な
が
ら
）
考

慮
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
点
に
ま
で

言
及
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
手
描
き
に
よ
る

製
図
方
法
も
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
主
題
図
作
成
の
際
に
役
立
つ
内
容
を
備

え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
銅
販
彫
刻
時
代
か
ら
現
在
の
デ
ジ
タ

ル
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
い
た
る
地
図
原
図
作
成
の
歴

史
が
解
説
さ
れ
て
お
り
、
地
図
作
成
の
変
遷
も
追

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
十
二
章
）
。

　
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
変
遷
に
あ
っ
て
、
変
わ
ら

な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
主
題
図
の
「
信
頼

性
し
。
9
窪
8
」
と
「
明
瞭
性
伽
属
」
で
あ
る
（
五

－
八
頁
）
。
こ
の
二
点
が
揃
っ
て
は
じ
め
て
主
題

図
は
そ
の
威
力
を
発
揮
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
手
段
や
道
具
で
描
か
れ
よ
う
が
、
変

わ
る
こ
と
の
な
い
点
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
「
信

頼
性
」
と
「
明
瞭
性
扁
の
追
求
こ
そ
、
主
題
図
作

成
の
極
意
で
あ
る
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、

陰
に
陽
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
『
地
図
表
現
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
漏
が
主
題
図
作
成

に
必
要
な
「
信
頼
性
」
と
「
明
瞭
性
扁
を
獲
得
す

る
た
め
の
技
術
的
指
導
書
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

先
の
隅
地
図
表
現
半
世
紀
』
は
、
一
研
究
者
が
両

者
を
獲
得
し
て
い
く
軌
跡
が
綴
ら
れ
た
書
で
あ
り
、

実
践
的
指
導
書
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
二
冊
を
通
読
す
る
こ
と
で
、
主
題
図
作
成
の

基
礎
的
知
識
は
す
べ
て
身
に
付
く
。
あ
と
は
ペ
ン

（
も
し
く
は
マ
ウ
ス
）
を
持
っ
て
練
習
あ
る
の
み
、

で
あ
る
。

　
主
題
図
作
成
の
技
術
は
、
何
も
地
理
学
者
だ
け

が
必
要
な
技
術
で
は
あ
る
ま
い
。
ど
の
よ
う
な
分

野
の
研
究
者
で
あ
れ
、
主
題
図
を
描
く
必
要
は
あ

る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
こ
こ
で
取
り
あ
げ

た
二
冊
の
書
は
、
あ
ら
ゆ
る
研
究
者
に
と
っ
て
必

読
の
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
主
題
図
作
成
の
経
験
の
少
な
い
初
学

者
に
と
っ
て
は
不
可
欠
な
書
で
あ
る
。

　
浮
田
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

先
生
が
残
さ
れ
た
貴
重
な
財
産
を
ぜ
ひ
と
も
継
承

し
て
い
き
た
い
。

（『

n
図
表
現
半
世
紀
廓
　
B
4
判
　
一
〇
六
頁

二
〇
〇
五
年
三
月
　
ナ
カ
ニ
シ
や
出
版
　
二
四
〇
〇
円
）

（凹

n
図
表
現
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
瞼
　
B
4
判
　
＝
二
四
頁

二
〇
〇
四
年
七
月
　
ナ
カ
ニ
シ
や
出
版
　
二
西
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
上
杉
和
央
　
京
都
大
学
総
合
博
物
館
）
）

腕
史
林
』
投
稿
規
定
（
二
〇
〇
四
年
四
月
改
定
）

◇
資
格
　
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
　
○
論
説
　
　
　
　
四
百
字
詰

　
　
○
研
究
ノ
ー
ト
四
百
字
詰

　
　
○
研
究
動
向
　
　
四
百
字
詰

　
　
○
書
評
　
　
　
　
四
百
字
詰

　
　
○
論
文
評
　
　
　
四
百
字
詰

　
　
○
紹
介
　
　
　
　
四
百
字
詰

◇
論
説
に
は
「
要
約
」

　
文
要
約
」
、
研
究
ノ
ー
ト
に
は

　
を
添
付
の
こ
と
。

（
四
百
字
以
内
）

　
　
　
　
「
欧
文
要
約
」

八
十
枚
以
内

五
十
枚
以
内

八
十
枚
以
内

二
十
枚
以
内

二
十
枚
以
内

三
枚
程
度

　
　
と
「
欧

◇
研
究
動
向
・
書
評
・
論
文
評
に
は
「
欧
文
タ
イ

　
ト
ル
」
の
み
添
付
の
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
査
読
用
に
複
本
（
原
本
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
も

　
の
）
1
部
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
電
子
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
は
、
下
記
「
補
足
」

　
の
く
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉
に
従
っ
て
添
付
す

　
る
こ
と
Q

◇
図
表
が
必
要
な
場
合
は
、
下
記
「
補
足
」
の

　
〈
図
版
作
成
要
領
〉
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す
る

　
こ
と
。

注
意
：
特
殊
な
図
表
を
掲
載
し
た
り
、
特
殊
活
字
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を
用
い
た
り
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
印
刷
経
費

の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

送
付
二
一
史
林
編
集
委
員
会

〒
｛
ハ
Ω
ハ
人
五
9
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
『
史
林
』
投
稿
規
定
「
補
足
」

〈
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
・
C

　
D
l
R
・
C
D
I
R
W
・
M
O
の
い
ず
れ
か
で

　
宇
品
す
る
こ
と
。

●
O
S
（
棄
注
・
壽
り
竃
8
等
）
を
明
示
す
る

　
こ
と
Q

・
テ
キ
ス
ト
形
式
で
保
存
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
提
出

　
す
る
こ
と
。
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
（
芝
o
a
）
　

太
郎
、
三
二
ω
≦
葺
葭
等
）
特
有
の
形
式
で
保

存
し
た
フ
ァ
イ
ル
に
は
対
応
で
き
な
い
。

・
ワ
ー
プ
ロ
専
用
機
の
場
合
、
機
種
を
明
記
す
る

　
こ
と
。
デ
ー
タ
は
D
O
S
の
テ
キ
ス
ト
形
式
に

　
変
換
し
、
D
O
S
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
フ
ロ
ッ

　
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
保
存
す
る
こ
と
。

〈
図
版
作
成
要
領
〉

・
図
は
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ
ン

ト
紙
な
ど
に
、
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く

こ
と
。
そ
の
際
、
線
の
太
さ
を
　
定
に
保
つ
た

め
、
製
図
用
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
仕
上
寸
法
の
二
倍
（
面
積
な
ら
四
倍
）
程
度
で

製
図
し
、
希
望
縮
尺
率
を
明
記
す
る
こ
と
。

・
図
申
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

の
で
、
鉛
筆
書
き
す
る
か
、
上
に
ト
レ
ー
シ
ン

グ
ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
字
の
み
を

書
き
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ

タ
リ
ン
グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付

け
る
場
合
は
、
仕
上
段
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す

る
こ
と
。

・
写
真
図
版
は
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
、
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
仕
上
寸

法
の
一
～
二
倍
の
原
版
が
望
ま
し
く
、
希
望
縮

小
率
を
明
記
す
る
こ
と
。
な
お
、
巻
頭
に
ア
ー

ト
紙
で
印
刷
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
は
、

割
付
・
仕
上
等
は
編
集
委
員
会
で
調
整
す
る
。

そ
の
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

・
表
は
仕
上
を
配
慮
し
て
、
文
字
数
や
表
現
法
を

工
夫
す
る
こ
と
。
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る
場

合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
版
に
準
じ
た
体

裁
を
整
え
る
こ
と
。

・
本
文
原
稿
中
に
図
表
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

こ
と
。

注
意
：
図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
投
稿
者
に

　
修
正
を
依
頼
す
る
か
、
編
集
委
員
会
が
修
正
し

　
ま
す
（
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
）
。

　
　
　
編
　
集
　
後
　
記

　
今
回
は
比
較
的
新
し
い
時
代
に
つ
い
て
の
論
考

が
並
ぶ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
論
文
評
も

初
登
場
で
す
。
御
味
読
下
さ
い
。
　
　
　
（
T
）

會
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

冥
ミ
〉
妻
く
。
・
。
ρ
巳
一
・
餌
ρ
眞
ω
運
一
己
Φ
×
．
簿
匿

　
本
誌
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

　
謂
†
成
｝
山
ハ
年
度
科
学
研
弗
九
費
補
助
金
（
研
究

　
成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

二。。

B。
y
㎜
結
露
翻
定
価
≡
○
○
円

史
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第
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